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南海トラフ巨大地震に備える南海トラフ巨大地震に備える 東海市全域想定震度マップ東海市全域想定震度マップ
　東海沖から四国沖にかけての領域を震源とする南海トラフ巨大地震。今後30年以内にマ
グニチュード8～9クラスの規模の地震発生確率は、70％程度とされています。
　愛知県では、南海トラフで発生した規模の大きな過去の地震をもとに、県独自に収集した
地質データなどを追加し、推計したところで、東海市の最大震度は7と想定されました。
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■東海市の人的・物的被害想定結果（理論上最大想定モデル）

項　目

建
物
被
害

被害状況

揺れによる全壊 約5,100棟

液状化による全壊 約70棟

浸水・津波による全壊 約200棟

急傾斜地崩壊による全壊 約10棟

 地震火災による焼失 約2,600棟

項　目

人
的
被
害（
死
者
数
）

被害状況

 建物倒壊等による死者 約300人

浸水・津波による死者 約60人

急傾斜地崩壊による死者

地震火災による死者 約100人

※1 県全体の全壊・焼失棟数の合計が最大となる場合（冬夕方18時）を記載。想定条件：冬夕、風速5ｍ/ｓ
※2 県全体の死者数の合計が最大となる場合（冬深夜5時）を記載。想定条件：風速5ｍ/ｓ、早期避難率低

（出典：愛知県防災会議地震部会「愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査結果」平成26年5月30日発表）

愛知県防災会議地震部会「愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査結果（理論上最大想定モデル）」

（出典：中央防災会議資料）

（気象庁資料より）
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●地震の揺れと想定される被害

●人は揺れを感じない。

●屋内で静かにしている人
の中には、揺れをわずか
に感じる人がいる。

●屋内で静かにしている人
の大半が揺れを感じる。
●つり下がった電灯などが
わずかに揺れる。

●屋内にいる人のほとんど
が揺れを感じる。

●棚にある食器類が音を立
てることがある。

●電線が少し揺れる。

●歩いている人のほとんど
が揺れを感じる。

●つり下げてある物は大き
く揺れ、棚にある食器類
は音を立てる。

●車を運転していて、揺れに
気づく人がいる。

●棚にある食器類、書棚の本
が落ちることがある。

●まれに窓ガラスが割れて落
ちることがある。

●電柱が揺れているのがわか
る。

●物につかまらないと歩くこ
とが難しい。

●固定していない家具が倒れ
ることがある。

●自動車の運転が困難にな
る。

●立っていることが困難になる。
●壁のタイルや窓ガラスが破損、落
下することがある。

●耐震性の低い木造住宅では、倒壊す
るものもある。
●はわないと動くことができない。
●固定していない家具のほとんどが移動、倒れ
るものが多くなる。
●耐震性の高い木造住宅でも、壁などにひ
び割れ・亀裂がみられることがある。

●揺れにほんろうされる。
●ほとんどの家具が移動し、飛ぶも
のもある。

●耐震性の高い木造住宅でも、ま
れに傾くことがある。

東海市

●想定震度マップとは
「想定震度マップ」とは、想定地震に対す
る揺れの大きさ（震度）を評価し、これら
を重ね合わせて、それぞれの地域で生じ
るおそれのある最大の揺れの大きさ（震
度）として取りまとめたものです。
なお、このマップで表示した震度は、地
震の規模や震源の距離から予測した平
均的な震度であり、地震の発生の仕方
によっては、揺れがこれよりも大きくなっ
たり、弱くなったりすることがあります。

※1

※2

被害わずか
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